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論文内容の要旨

本論文の目的は，企業組織で働く人々のワーク・ライフ・バランス (WorkLife Balance: 

WLB)を規定する要因を，職場に沿目し， 3つのサーベィリサーチから明らかにすること

であり，全 8章で構成されている。

第 1立では論文全体の研究目的と問題意諜が提示され，第 2章では先行研究のレビュー

が行われる。まずWLBを経営学的視座から検討すべく「労働の人間化」と WLBの関係が

俯敵される。労働の人間化においては労働生活だけではなく私生活における満足度を高め

ていくことが想定されており，それゆえ WLBを労働の人間化の現代的課題として捉える

こともできる。続いて WLB研究の新しい視座としてスピルオーバーないしファシリテー

ション効果および親しい個人間のクロスオーバー効果に関わる実証研究がレピューされ

る。スピルオーバーには，仕事（私生活）における気分，スキル，価値観などが私生活（仕

事）に流出し生活全体の質を高めるというポジティプな側面と，仕事が忙しいせいで家事

や育児に費やす時間が十分に取れないといったネガテイプな側面がある。先行研究では，

ネガテイプ・スピルオーバーが高く，ポジテイプ・スピルオーバーが低いことが，抑うつ

や不安節害，ストレスなどの上昇につながることが明らかになっている。一方，クロスオ

ーバーとは，ある人の経験が同じ社会環境にある他者の経験に影態を与える場合に作用す

る個人問の対となった伝達のことである。たとえば，夫の WLBに関わるボジティプな感

情が妻の WLB満足度を高めるといったことである。この関係は上司と部下の関係にも応

用できる。そのうえで部下の WLB実現には上司が重要な役割を担っており，管理職の働

き方を変えていくことが鍵となることが主張される。

第3章では実証分析のための仮説と分析フレームワークが提示され，第 4章では食品ス

ーバーとディスカウントストアを営むA社を対象としたサーペイリサーチの結果が報告さ

れる。具体的には，職務特性，仕事と私生活の境界決定における自律性，戦場の特徴，上

司のマネジメントといった職場要因が，部下の WLBの実現にどのように影響しているの

かがマルチレペル分析によって検証される。その結果，以下のような発見が得られる。個

人レベルでは， I)仕事遂行の自律性は WLBにプラス，仕事の要求度は WLBにマイナス

の影愕を与える。 2)仕事と私生活の境界決定の自律性が高いほど WLBは高まる。 3)部

下と上司の関係性 (leader-memberexchange: LMX)が高いほど部下の WLBは高まる。集団

レベルでは， 4)集団凝集性が高いほど部下の WLBは高まる。 5)上司の家族支援的行動



が高いほど部下の WLBは高まる。 6)上司の WLBは部下の WLBに対してクロスオーバ

ー効果を持つ。

第5章では，エンジニアリング事業を営む B社を対象として，上司の仕事と私生活の間

のファシリテーションが，部下の WLBへ伝播するクロスオーバー効果が検証される。結

梨部下と上司の問には直接的なクロスオーバー効果はなかった。しかし，部下と上司の

LMXを考慮した場合， LMXが部下の WLBに直接的に影愕するだけでなく，クロスオー

バー効果を調整していることが見出された。

第 6t;l: では，前出の A社の管理職を対象として， WLB実現と戦場要囚の関係に関する

サーベイリサーチから以下の 2つの結果が報告される。 I)撓界決定の自律性がWLBに対

してプラスの影密を与える。 2)仕事の要求度が店いことは管理職の WLBに対してマイナ

スに作用する。

第7章では，第 4章と第 6章の分析結果を踏まえ，管理職と部下では WLB実現の規定

囚がなにゆえに異なるのかについて考察される。第 8在では，先行研究のレピューおよび

3つの実証分析の結果が要約され，本綸文の理論的・実践的含意が述べられる。あわせて

残された課題が整理される。

論文審査の結果の要旨

本論文の主たるが学術への貢献は以下の 2点に集約できる。第 1は，クロスオーバー効

果に関するものである。日本ではこれまで部下と上司間のクロスオーパー効果の実証研究

はほとんど行われていない。また欧米のクロスオーバーに関わる先行研究は部下と上司の

関係性（たとえばLMX)を考慮していない。本論文は，こういった先行研究の不十分な点

を克服し，上司と部下の関係の質がクロスオーバー効果を開整することを見出している。

部下と上司のクロスオーバー効果を検証するには，両者の関係性を十分に考慮し解釈を行

うことが望ましいことを見出した学術的意義は大きい。

第 2に，部下と管理職の WLB実現における規定囚の違いを抽出したことである。部下

と管理職では WLB実現の規定因は異なる。すなわち部下の WLBの実現に関しては職場要

囚が影響したが，管理職の WLB実現に関しては謀場要因の影響はほとんど見られず，仕

事の紐に付随するものが影響している。このような発見と考察は置要であり，今後行われ

るWLBの学術研究に影密を与えるだろう。

本研究は，企業組紐の WLBに関わるマネジメントにも重要な含慈をもつ。ひとつは長

時間労働問題に関する。労働時間が長くなるほど精神衛生に悪影態を与えることは多くの

先行研究により指摘がなされており，また WLBが阻害される原囚となること指摘されて

いる。しかし，本研究が見出したのは「やりたい時は時間を気にせず仕事に没頭できる」

という仕事と私生活の境界決定の自律性が高いことが WLBの実現につながっていること

である。つまり，長時間労働の問題は労働時間の総屈だけでなく質への泊目が不可欠であ

ることを見出した意義は大きい。

第 2に，本論文は，さまざまな職場要因が部下の WLBにポジティプに作用するには上

司のマネジメント（家族支援的行動）が鍵となることを見出している。最近になって政労

使で盛んに「イクボス」という言葉が使われるようになった。イクポスとは部下の WLB

実現に向けて様々な取り組みを行う管理職を指すが，その内実は曖味である。本論文で取

り上げたクロスオーバー効果と家族支援的行動はイクボスに具体的視座を提供するもので

ある。

なお，以上のような重要な学術的・実践的貢献にも関わらず本論文には残された課題も

ある。本論文で報告された 3つの実証分析は，独自性が高く新奇であるが，逆に言えば未

だ研究蓄積が乏しいということである。したがって，先行研究との比較は限定され，結論

に対するエピデンスは盤石でない。また，ひとつの企業の多数の従業員を対象とする定伍

分析であるがゆえに．当該企業が持っている固有の特性が結果に反映している可能性もあ

る。

但し，これらの問題点はあくまで望蜀の感というべき点であり，著者自身も認謀してい

るように，むしろ今後に残された課題として継続的に研究されるテーマであって，上述の

本論文の価値を損なう類のものではない。残された課題はあるものの，本論文は，現代社

会の重要なテーマである WLBに対して，多くの新しい知見を提供しており，貢献の方が

並かに勝っているとみるべきである。以上の理由から，審査委員は，本論文の著者が， 1専

士（経営学）の学位を授与されるに十分な沢質を持つものと判断する。
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